
平成26年12月1日 2やちまた
　
こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
（
ひ

と
り
親
家
庭
の
手
当
）
は
公
的

年
金
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
か

ら
は
公
的
年
金
な
ど
と
の
差
額

が
受
給
可
能
と
な
り
ま
す
。
（
児

童
扶
養
手
当
の
額
と
本
人
お
よ

び
児
童
の
年
金
額
を
基
準
に
基

づ
き
比
較
し
、
児
童
扶
養
手
当

額
の
ほ
う
が
大
き
い
場
合
に
、

年
金
と
の
差
額
を
支
給
）

　
児
童
扶
養
手
当
は
全
部
支
給

で
月
額
４
１
０
２
０
円
（
第
二

子
が
い
る
場
合
は
月
額
５
０
０

０
円
を
加
算
、
第
三
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
月
額
３
０
０
０
円

を
加
算
）
で
す
。

※
前
年
所
得
に
よ
り
一
部
ま
た

は
全
部
（
全
額
）
支
給
停
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
児
童
家
庭
課

　
☎
４
４
３
│
１
６
９
３

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

　
軽
い
運
動
や
イ
ス
に
座
っ
て

行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
自
宅

で
も
で
き
る
運
動
を
覚
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
軽
い
体
操
・
運
動
に
支
障
の

　
な
い
65
歳
以
上
の
方
（
介
護

　
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認

　
定
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
。

　
今
年
度
教
室
に
参
加
し
て
い

　
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
）

時
平
成
27
年
１
月
８
日
㈭
・
　

　
１
月
22
日
㈭

　
２
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭

　
３
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭

　
①
ク
ラ
ス
午
後
１
時
15
分
〜

　
②
ク
ラ
ス
午
後
２
時
30
分
〜

　
（
各
回
60
分
程
度
）

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
各
ク
ラ
ス
30
人

〆
12
月
22
日
㈪

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
４
４
３
│
１
２
０
７

介
護
予
防
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す

 ～これからもお元気で～
100歳を祝して市長が訪問
 ～これからもお元気で～

100歳を祝して市長が訪問
　今年度100歳を迎えられる13人の
方へ祝金と内閣総理大臣からの祝状
と銀杯を手渡し、長寿を祝いました。
上野　　子さん（一区）
伊東　福子さん（一区）
岩立　正さん（三区）
土屋　忠義さん（三区）
清水　エクさん（一区）
栗原　　かさん（小谷流区）
岩井　朝樹さん（真井原区）
篠原　いわさん（三区）
竹田　宗一郎さん（二区）
佐々木　ワカノさん（真井原区）
牛玖　マサさん（東吉田区）
越川　うたさん（二区）
石井　進さん（四木区）
問地域包括支援センター
　☎４４３－１２０７

　
千
葉
県
を
代
表
し
て
全
国
中

学
校
体
育
大
会
や
関
東
中
学
校

体
育
大
会
に
出
場
し
た
市
内
の

中
学
生
が
、
市
長
に
大
会
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
出
場
し
た
生
徒
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

八
街
市
立
八
街
中
央
中
学
校

◆
女
子
卓
球
部

県
大
会
準
優
勝
関
東
大
会
出
場

〔
団
体
〕
水
岡
由
貴
乃
、
鈴
木

　
麗
音
那
、
亀
谷
有
希
、
遠
藤

　
千
波
（
以
上
３
年
）
寺
崎
楓

　
乃
、
鈴
木
あ
す
み
、
新
村
栞

　
里
（
以
上
２
年
）

県
大
会
ベ
ス
ト
８
関
東
大
会
出
場

〔
個
人
〕
水
岡
由
貴
乃
（
３
年
）

県
大
会
ベ
ス
ト
16
関
東
大
会
出
場

〔
個
人
〕
鈴
木
麗
音
那
（
３
年
）

　
　
　
　
寺
崎
楓
乃
（
２
年
）

◆
柔
道
部

県
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

　
石
川
稔
樹
（
３
年
）

県
大
会
準
優
勝
関
東
大
会
出
場

　
石
川
沙
絵
（
２
年
）

◆
陸
上
競
技
部

走
り
高
跳
び

県
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

　
青
木
乾
人
（
３
年
）

八
街
市
立
八
街
南
中
学
校

◆
水
泳
部

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
県
大
会

第
５
位
関
東
大
会
第
２
位
（
大

会
新
）

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
県
大
会

第
２
位
関
東
大
会
第
５
位

　
佐
久
間
僚
平
（
３
年
）

八
街
市
立
八
街
北
中
学
校

◆
水
泳
部

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
県
大
会

第
４
位
関
東
大
会
第
６
位

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
県
大
会

第
６
位
関
東
大
会
出
場

三
島
裕
司
（
３
年
）

問
学
校
教
育
課

　
☎
４
４
３
│
１
４
４
６

全
国
中
学
校
体
育
大
会
、
関
東
中
学
校
体
育

大
会
に
出
場
し
た
生
徒
が
市
長
を
訪
問

篠
原
　
い
わ
　
さ
ん

佐
々
木
ワ
カ
ノ
さ
ん

伊
東
　
福
子
　
さ
ん

岩
立
　
正
　
さ
ん

竹
田
　
宗
一
郎
さ
ん

土
屋
　
忠
義
　
さ
ん

岩
井
　
朝
樹
　
さ
ん

清
水
　
エ
ク
　
さ
ん

牛
玖
　
マ
サ
　
さ
ん

越
川
　
う
た
　
さ
ん

上
野
　
　
子
　
さ
ん

栗
原
　
　
か
　
さ
ん

　
榎
戸
小
富
遺
跡
は
、
榎
戸
サ

ッ
カ
ー
場
を
造
る
前
に
発
掘
調

査
し
た
遺
跡
で
す
。
こ
こ
か
ら

は
「
ナ
イ
フ
形
石
器
」
「
石
核
」

「
剥
片
（
は
く
へ
ん
）
」
「
使

用
痕
の
あ
る
剥
片
」
な
ど
様
々

な
旧
石
器
時
代
の
石
器
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
「
ナ
イ
フ
形

石
器
」
は
、
狩
猟
で
得
た
獲
物

の
皮
を
は
い
だ
り
肉
を
切
っ
た

り
し
ま
す
。
「
剥
片
」
は
、
石

器
を
作
る
際
に
で
き
た
石
の
破

片
で
、
石
器
と
し
て
使
用
し
た

痕
跡
の
あ
る
剥
片
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
石
核
」

は
、
石
器
を
作
る
際
に
剥
片
を

剥
ぎ
取
っ
た
石
の
芯
に
当
た
る

部
分
の
塊
で
す
。

　
石
器
づ
く
り
の
よ
う
す
を
イ

ラ
ス
ト
に
し
て
み
ま
し
た
。
材

料
は
河
原
な
ど
で
採
集
し
、
他

の
石
で
叩
い
て
割
っ
て
作
り
ま

す
。
細
か
い
部
分
は
鹿
の
角
な

ど
を
使
っ
て
整
形
し
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
「
縄
文
時
代
の

八
街
」
と
な
り
ま
す
。

問
郷
土
資
料
館

　
☎
４
４
３
│
１
７
２
６

八
街
歴
史
探
訪
（
４
）

旧
石
器
時
代
の
八
街
③

石器づくりのようす

榎戸小富遺跡
出土石器

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

介
護
予
防
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す

全
国
中
学
校
体
育
大
会
、
関
東
中
学
校
体
育

大
会
に
出
場
し
た
生
徒
が
市
長
を
訪
問

八
街
歴
史
探
訪
（
４
）

旧
石
器
時
代
の
八
街
③

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

参
加
費

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

問問

時

場

対

定申〆 問

問


